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〜
デ
ジ
サ
ポ
滋
賀
が

相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
〜

　
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、平
成
23
年
７
月

24
日
ま
で
に
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

完
全
移
行
し
ま
す
。
受
信
者
が
テ
レ
ビ
を
視

聴
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、総
務
省 

滋
賀
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ

サ
ポ
滋
賀
）が
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
臨

時
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

総
務
省
が
開
催
す
る
無
料
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
機
器
の
販
売
や
契
約
の
勧
誘
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、気
軽
に
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
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８
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９
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綾野自治振興会
魅力ある住みよいまちづくりをめざして活動開始
　綾野地区は、甲賀市の中心部に位置し、水口城など、地域に
ある特性を活かしたまちづくりが積極的に進められる地域です。
自治振興会では、これまでの活動や地域特性を活かすため、事
業部会や文化・スポーツ部会、安全部会など、６つの部会を設け、
魅力あるまちづくりを展開されることとされており、地域実情
を踏まえた様々な事業展開に期待が寄せられています。

新しい地域コミュニティへの挑戦
北
きた

村
むら

正
まさ

之
ゆき

会長に聞きました
── �自治振興会設立に至った経過を

お聞かせください
　綾野地区はこれまで水口西部自治振興会 ( 水口西部区長会 )
を中心に比較的まとまりのある地区でした。自治振興会に関し
ても、平成 21年度の水口西部区長会の区長理事を中心に、市
の動きに素早く反応し、積極的に動き始めました。そしてその
流れは平成 22 年度の区長会にスムースに継続され、平成 22
年 9月、準備委員会を設立しました。委員会活動では綾野地区
で何をなすべきかをまとめて、綾野地区全体の説明会 (３月 11
日 ) を開催し、ご理解を求めました。
　そして今年度４月 23日、設立総会を開催し、住民自治活動
の夜明けを迎えました。

── �自治振興会設立までにご苦労されたところは

　自治振興会の必要性など住民の皆さんに理解を得るのに時間
を要しました。
　自治振興会の設立をはじめとする住民自治の必要性を理解し
て頂くために、「知って頂く」ことと「問題・課題の抽出」に重
点をおきました。結果は不充分ですが、「知って頂く」の事例と

して市開催の出前
講座に同席し、住
民自治の準備活動
や全国的な活動の
成果事例を説明し
ました。また広報
を配布しました。
「問題・課題の抽
出」の事例はアン
ケートを実施し、
問題、課題を把握しました。これらをふまえて地区への浸透を
図るとともに今後の活動に活かすよう委員会で徹底しました。

── �自治振興会の取り組みでこれは、				 
と思う取り組みは何ですか

　活動の基本は綾野地区の特徴をよく理解した取り組みです。
より安全で安心して生活でき、住民が生き生き活動できる地区
を目指します。
　綾野地区の特徴のひとつとして、区・自治会の組織率の低さ
が挙げられます。
①�「知って頂く」の徹底では組織されている区・自治会以外に非
組織区域にも積極的な活動を行い、ご理解を求めて綾野地区
の組織化率を上げたいと考えています。
②�「問題・課題の抽出」の改善・解決活動では今年度の区・自治
会長および各種団体の積極的な参画・連携による５つの部会
活動で結果を残します。（安全、健康福祉、文化・スポーツ、
環境、事業）
③�「今後行う活動」では他自治振興会との情報共有による連携活
動を模索し、成果の効率化を狙います。

── �綾野自治振興会のＰＲをどうぞ

　「情報をすべてオープンにし、みんなで意見を出し合いそして
充分討議を行い、一旦決まれば全員同じ方向に向かってベスト
を尽くす」をモットーにして、綾野地区の安全・安心・生き生
きした生活の更なる向上を目指します。また、「まちづくり」を
鮮明に打ち出す意味を込めて、綾野自治振興会の愛称名を「綾
野学区まちづくり協議会」としました。

　甲賀市の新しい地域コミュニティ組織「自治振興
会」。5月末現在、14地区で自治振興会が発足してい
ます。
　今回は、４月23日に発足した綾野自治振興会「綾
野学区まちづくり協議会」をご紹介します。

進む自治振興会の設立、5月末で14地区が設立

地域コミュニティ推進室
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地
デ
ジ
の

ご
準
備
は
？

　
５
月
22
日
、甲
南
町
竜
法
師
区
内
の

県
道
の
歩
道
沿
い
約
３
０
０
ｍ
に
渡

り
、「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」と「
サ
ル
ビ

ア
」の
花
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、地
域
の
メ
イ
ン
道
路
で
あ

り
、子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で
も
あ
る

道
路
の
環
境
美
化
を
進
め
る
た
め
、同

区
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
約
60
名

の
方
々
が
参
加
し
て
植
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

き
れ
い
な
花
が
咲
き
続
け
る
よ
う

に
、日
々
の
除
草
作
業
な
ど
も
区
民
全

員
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏・

秋
に
か
け
て
、鮮
や
か
な
花
が
行
き
か

う
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
で

す
。

　
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、貴

生
川
公
民

館
と
併
設

さ
れ
て
い

る
こ
と
か

ら
、自
主

活
動
サ
ー

ク
ル
で
来

ら
れ
る
方

が
多
く
あ

り
ま
す
。

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は

32
団
体
約
３
０
０
人
で
、活
動
内
容
も

コ
ー
ラ
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、詩
吟
、謡
曲

な
ど
か
ら
大
正
琴
や
文
化
箏
、よ
し
笛

な
ど
の
楽
器
演
奏
、ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン

ス
、各
国
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、リ
ズ

ム
体
操
、社
交
ダ
ン
ス
、日
本
舞
踊
な

ど
体
を
動
か
す
も
の
、ま
た
編
み
物
や

洋
裁
、ろ
う
け
つ
染
め
、メ
ン
ズ
ク
ッ

キ
ン
グ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
活
動
さ

れ
て
い
る
方
も
30
代
か
ら
80
代
と
、幅

広
い
年
齢
層
で
す
。

　

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
も
あ
り
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
小
原
小
学
校
の
わ
く
わ
く
農
園
で
、

５
月
18
日
、の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
サ
ポ

ー
タ
ー
10
人
と
先
生
の
指
導
の
も
と

５
年
生
を
中
心

に
全
児
童
87
人

（
欠
席
３
人
）

が
、田
植
え
と

サ
ツ
マ
イ
モ
の

植
え
付
け
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、毎
年
児
童
が
直
接
淡

路
島
の
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
届
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
取
組
み
は
、食
べ
物

に
含
ま
れ
る
農
薬
が
原
因
で
障
が
い

を
も
っ
た
サ
ル
が
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー

で
生
ま
れ
て
い
る
事
実
を
知
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、平
成
６
年
か
ら
自

分
た
ち
の
手
で
育
て
た
無
農
薬
の
食

べ
物
を
贈
ろ
う
と
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
そ
の
サ
ル
は
い
ま
せ
ん
が
、

地
域
の
方
の
協
力
も
得
て
例
年
心
を

込
め
て
収
穫
し
た
３
０
０
～
４
０
０

kg
近
い
サ
ツ
マ
イ
モ
を
贈
り
続
け
て

お
り
、５
、６
年
生
が
秋
の
社
会
見
学

旅
行
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
交
流

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
里
山
か
ら
自
然
を
学
ぼ
う
と
、５
月

21
日
、大
久
保
区
の
里
山「
楽
花
園

（
ら
っ
か
え
ん
）」で「
里
山
お
楽
し
み

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

大
久
保
里
山
委
員
会
の
中
島
教
芳(

な

か
じ
ま
の
り
よ
し)

さ
ん
か
ら
、山
に

自
生
す
る
薬
草
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
後
、巨
木
の
太
さ
を
測
っ
た
り
、

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
し
た
り
し

て
身
近
な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、葛
餅（
く
ず
も
ち
）の
原
料
と

な
る
葛
の
根
を
山
の
斜
面
か
ら
ス
コ

ッ
プ
で
掘
り
起
こ
す
体
験
も
行
わ
れ
、

自
然
か
ら
学
ぶ
大
切
さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
を
目
指
し
て

甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

多
種
多
様
な
サ
ー
ク
ル

が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

小
原
小
学
校
児
童
が

農
業
体
験小

原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

里
山
を
楽
し
む

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
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